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研究概要
再生医療の分野では、基礎研究から臨床応用に至るまで様 な々開発が進んでいる。一方で、再生医療を取り巻く倫理的

な検討は、使用する細胞の由来にまつわる問題や、ヒトと動物のキメラ作成、人工的な生殖細胞の作成、脳のオルガノイド（複

数の細胞種により作られる三次元構造体）の作成等にかかわる道徳的な検討が主であった。近年はそのような課題に加え

て、眼科疾患や神経変性疾患、循環器疾患等をはじめとする多様な疾患を対象として、多能性幹細胞（iPS 細胞や ES 細胞）

を用いた治療法の臨床試験が開始されたことにより、根治的治療法のない疾患に対する治療法開発の期待が高まる一方で、

再生医療の臨床試験に関わる倫理的課題の検討が求められている。再生医療に於ける臨床試験は、薬剤の臨床試験と必

ずしも同じ性質を有しているわけでは無いため、その特性を考慮にいれた倫理的配慮をもとに試験を実施することが肝要で

ある。そこで本研究では、今後の再生医療の臨床試験を倫理的、科学的に適切な形で実施していくための提言を示すことを

目的として、調査を実施する。
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